
(法第2 8条第1項関係様式)

第19期(2020年度)事業報告

認定特定非営利活動法人リボーン･京都

理事長　小玉　昌代

2020年の2月14日より開始したラオスのサバナケ-ト職業訓練校セボン分校での指導は､新型コロ

ナウイルス感染の影響で当会から現地に派遣したプロジェクトマネージャーの伸亀奈保子と洋裁専門家

の川崎チイを､現地での1か月余りの滞在後に帰国させざるを得なくなりました｡

セボン分校の訓練生たちの指導は､リボーン･京都のラオス語訳の洋裁指導の教科書を配布し洋裁指

導の動画を現地に送り､ホンカリ先生(10年前に本校で当会から洋裁訓練をうけて先生になった訓練生)

が指導しました｡

ラオスはコロナの感染者が少なく派遣する2人の再入国を希望して手続きをしましたが､就労ビザ

やMOUの問題があり､再入国できずにN連派遣の任期がきてしまいましたo

毎週月曜日は京都事務局と東京の伸亀と新潟の川崎で､リモートでセボン分校やワークショップや現

地の代表者のフンペンとの連絡事項の共有をしましたo外務省N連担当の橋本氏より､供与する残りの

機材はリストをセボン校に渡し､来年その機材類をN連に申請するよう提案されたので､そのようにす

る予定です｡

日本の事務局では緊急事態宣言が出ているため､ボランティアと三田村店は2か月休みを取りまし

た｡事務局は通常どおり働きました｡

コロナ禍が早く収まり通常の働きができますよう願っています｡



i.事業の実施に関する事項

1.特定非営利活動に係る事業

(1)　洋裁指導事業

①　洋裁指導事禁

実施期間 �#�#�D�(ﾈ��I?ｨ��#�#�D�(ﾈ��9?｢�

実施場所 �8�4�5異�5H6�6�5�ﾘ6xﾊxﾊyzy�Xｼhﾅ��ｸﾕｩgｸﾕｨｷ�-�5ｨ7ｸ99Zｨﾕｩvﾘﾝ���

対負着 冏ｸﾕｨｷ�-�5ｨ7ｸ99Zｨﾕｨ,ﾈﾕｩ+zHｻ8蹕Ivﾘﾝ��,ﾉ�i6ｲ�

従事者人数 倬hｼh�馼�#ikﾂ異�>�9kﾊHﾋｹ&�5�5�6(7C9kﾂ��

助成金額 途ﾃ#Sづc�8玲ﾈ��ﾈﾋ4�?ｩgｴ舩��ﾆyk8���ｾ�ｺi|ﾒ�

支出額 唐ﾃsC2ﾃCSX冷�

事業内容 �5H6�6�5�ﾘ6xﾊyzy�Xｼhﾅ��ｸﾕｨ,ﾈ5ｨ7ｸ99Zｨﾕｨ,�,JH�9仆8孜�(ｼi/i7�,ﾉ�b�

徒に対して､日本から洋裁専門家やミシン修理の専門家を派遣し､洋義 

技術教育､ミシンの組立.メンテナンス技術訓練を行うoまた､出張ワ 
一夕ショップによる周辺住民-の洋裁技術指導により､職業訓練校に通 

学できない人々に対しても技術支援を行うo 

成果 ��hﾅ�5(8ﾘ6�4X488ｸ5悪I�Xｦy�X,ﾈ帽ｻ�,ZH5H6�6�5�ﾘ6xﾊyzy�Xｼhﾅ��ｸﾕｨ5｢�

ボン校が3月未に閉鎖されてしまい､派遣されていた駐在員2名(プロ 
ジエクトマネージャーと洋裁専門家)は急速日本に帰国することになつ 

たoセボン分校はその後5月に授業を再開したため､駐在員を再度派逮 

するべぐ現地と連絡をとっていたが､結局派遣することができないまま 
2月13日に事業を終了することになったo 

駐在員を派遣できずにいた間は､ラオスの現地事務所責任者やセボン分 

校の渉外担当者と定期的に連絡をとって学校や生徒の様子を確認し､日 

本からできることを検討した09月には当会が製作したラオス語の洋義 
の教科書を印刷して生徒に配布し､現地の教員がそれを使用して生徒に 

指導を始めたoその指導を補完するものとして､-10月には日本で洋裁 

専門家が指導のための動画を製作しラオスに送付したoこのようにセポ 
ン分校には支援を行うことができたが､ワークショップを開催する予定 

だったBanPhoXayminority村は山岳地帯のため連絡がとりづらく､リ 

モートでは支援することができなかったo 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で､十分な指導ができない 

まま事業が終了してしまったので､来年度引き続き事業を継疲したいと 

考えているo 

②　環境保全括動事業　(洋裁指導教材として拾用)

実施期間 �#�#�D��ﾈ���(ﾈ隸ｨｭHﾌ�.��

実施場所 �8ｨ7ｸ�ｸ92雹�73曳ｸ駟k�ｼrвdx7(8ｳThｷi]ｹ_ｲ��

対象者 �?ｩgｹ�8ﾙ�,ﾉ(YZ云ｹtﾈ�"�

従事者人数 俛�>�ﾞﾈｼh�馼�#Ykﾂ�

助成金額 辻�助成元 辻�

支出額 ��32ﾃ#��冷云ｸｬy{��

事業内容 儻9wh,�,�,�+ﾘﾌ9(YZ�,ﾈｯ���/�^X.�+�,h,ZIG�ｯﾈ,ﾈﾝｸ,僭偬�+8.ｨ.�4�(ﾇ��

減に貢献し､環鏡に配慮する0.寄贈された着物は､種類別に仕分け保管 

し､必要に応じて選び出し､海外事業地での洋裁指導教材として活用o 
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成果 ��ⅸ4X4h7X5H486x/�,ｨ+h,Hﾌ9(YZ�,ﾈｯ���/�ﾌH-�*�*ⅹ�8ﾙ�*�.y�ﾘ*ﾒ�,ﾉ(YZ�*ｩ<ﾘ*(+ﾘ�ｸ-ﾈ+ﾘﾚ�D�.��9WHｯｨｭH/��ﾈ�,c(ﾈ�,h+ZI(YZ云ｸｬy{�,b�

し �,C2ﾈ�����鈴E�7ｸ�ｸ8ｳ�J�,�,(*ｲ�,ﾈｯ�WH/�*旭�*(+X+ﾖ��

期間内で36(94)件､年間通して47(105)件､合計587(1,278) 

点の着物および小物が寄贈さ.れた0日)内は前年度の数字) 

<2020年度着物寄贈状況>()内は前年比較の数字 

寄付者述べ.47 
○着物146点 ��ｹ�)Y�3Y5�� 

(-177) 窒ﾓb��

○夏着物(浴衣含む)29点 ��ｹ�)Y�����5��

(-24) 窒ﾓ����

○羽織76点 ��ｹ&ｩZ���5��

(-99) 窒ﾓC2��

○帯133点 ��ｸ��ｹ�95��

(-116) 窒ﾓ�ｒ�

○禰衿27点 ��ｸ+ｸ,ﾉ�ﾂ卯ﾙZ渥ﾈ-笂c�5��

(-27) 窒ﾓ�#���

○コート40点 (-51) ��

合計587点 く-691) 

(2)フェアトレード事業

①ルワンダ訓練修了生有志グループとのフェアトレード事業とフォローアップトレーニ

ング

実施期間 �#�#�D綛ﾈ���以��

実施場所 �8ｸ8�985�I��ﾙ�4ﾈ4ｸ8ｨ�84ｸ6�8h8ｨ8ﾙ�Xｼhﾅ��ｸ5ｨ985��ｲ�

対秦者 �:�ｩvﾘﾝ�咽9{��c)kﾂ�

従事者人数 倬hｼh�馼�#9kﾈﾙ�>�ﾞﾈｼh�馼�##9kﾂ�

助成金額 畑��ﾈﾋ86r�

支出額 �#�津CSh冷�

事業内容 �9h檍,ﾉvﾘﾝ亰ｨ��ﾅ��ｸ�9{倆(*ｪH�;�+X+ﾘｵｨ��/�査鰓靠ﾈ�8+8+唏��.�+R�

た収入を得られるよう､洋服や小物の仕立てを注文し､完成品には適正 

対価を払い､収入向上を図るo 

指導内容 �(7�5��ｸ98/��yWH+ZI�ｸﾞﾈ源xｨ/�+x.鑓ｪ��ﾉV�,俶Izx,I�8/�ZX*F��
･完成作品に対して評価を行うo 

1フォローアップ指導を行うo 

成果 �4ﾈ4ｸ8ｨ�9zx4ｸ6�8h8ｨ8ﾙ�Xｼhﾅ��ｸﾕｨ,ﾈ�9{��c)kﾈ,c���7H4h4�6x8ﾈ�ｸ6�/��

行ったo今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で資機材を送付す 

るのが困難であったため､メールでパターンや指示垂を送付して資材は 

現地での調達を依頼し､製作中もサンプルの写真を送付するなどメール 

で指導を行ったoそうして完成し送付されてきた作品に対して洋裁指導 

責任者が最終評価を行い適正な仕立て金を支払ったo評価結果は製作者 

にフィードバックし今後の活動に役立ててもらうことになったo 



製作したのはギテンゲワンピース 10着､ノースリーブブラウス10着､

ワイドパンツ10着､残布で製作したショッピングバッグ15個､彼らの

オリジナル作品であるウエストバッグ15個の合計60息評価は満点だ
ったが､今後の改善点と.して襟ぐりの処理の仕方や星止めについてアド
バイスを伝えた｡

修了生からも､.ノースリーブブラウスは初めて製作したのでとてもいい

経験になった､今後はフード付きのものに挑戦したいなど前向きな感想

が聞かれたoまた9月には､ SNSでギテンゲワンピースの写真を見た現

地の人から同じものを作ってほしいとの依頼があり､修了生が現地で輿

作したという出来事もあった｡修了生とリボーン･京都で､現地で新た
なブラン下を作るなどの可能性を探ることもできそうであるo

②ラオス･サバナケ-ト県立職業訓練校とのフェアトレード事業とフォローアップトレ
ーニング

実施期間 �#�#�D���ﾈ竏ｻ8ﾝ飩ﾙ�r��
'実施場所 �8�4�5異�5H6�6�5�ﾘ��6xﾊx6ﾘﾊyzy�Xｼhﾅ��ｸﾕｩvﾘﾝ�ぴ�

.対秦者.二 �:�ｩvﾘﾝ��,ﾉ�i6ｳS9kﾊH�9{��e�kﾂ�

従事者人数 倬hｼh�馼�#9kﾈﾙ�>�ﾞﾈｼh�馼�##9kﾂ�

助成金額 �6x��ﾈﾋ86r�

支出額 涛rﾃ#s(冷�

事業内容 �9h檍,ﾉvﾘﾝ亰ｨ��ﾅ��ｸ�9{倆(*�.h-�ﾋｹ&霆8醜*ｪH�;�+X+ﾘｵｨ��/�査鰓靠ﾂ�

上させ､安定した収入を得られるよう､当会より材料を送り､洋服や′卜 

物の仕立てを注文.し,_完成品には適正対価を払い､彼らの収入向上を図 

るo 

指導内容 遅ﾝ驅�/���OR��yWH+ZI�ｸﾞﾈ減ｧｨ/�+x.鑓ｪ��ﾉV�,俶Izx,I�8/�ZX*F��
q完成作晶に対して評価を行うo 

巾_■フォローアップ指導を行うo 

成果 �#��yD褸､���?ｩgｴ舩��ﾆyk8���ｾ�ｺi|ﾘ/��8*ⅸ5H6�6�5��h6xﾊyzy�R�

業技術訓練政に洋裁科を設立こ3年に渡り同校で洋裁技術碍導事業を実 
施し2010年1月に事業を終了rLたoその後も訓練生らが習得した洋裁技 

術の維持向上めため､同校とフェアトレ｣ド形革の指導を継続してお 
り､本年度も実施したo 

今年度製作する作品結､ボテンテ寺アを対象にデザインコンテスートを行 
い決定したo販売員であるボランティアから現場の意見を踏まえた様々 

な作品の応募があり､その中で最優秀作品リボーン.ベスト10着､優秀 

作品シヨ｣トコート10着が製作依頼されることになったoその他､ジバ 
-シブルスカ一ト10着､ブラウス10着､ワンピース十ボレロ10着､リ 

バーシブル.コート10着の合計60点の製作を依頼したo 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で郵便局から資機材の送付ができな 
かつたためヤマト運輸で送付した,ところ､シンガポールの空港で.2か月 

間保留になり､1､月未にようやくラオスに届いたoそのため予定,してい 

たようには製作が進んでいないが京都在住のラオス人＼内藤ケンペット氏に 

通訳.翻訳を依頼しラオス語を使って現地と連絡をとり速やかに製作､納品で 

きるよう調整している02019年度に依頼した作品の中には今だ納品されていな 
いものがあるので合わせて納品を急ぐよう努めるo 
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③東日本大震災被災者とのフェアトレード事業

l実施期間 実施場所 対象者 ^ヽ一一一 �#�#�D���ﾈ����

宮城県仙台市 

東日本大震災の影響で京都に避難していた(が､その後帰郷した)被災 者1名- 

雀尊者人数 助成金額 支出額. 事業内容 指導内容 倬hｼh�馼�#9kﾂ�

ー助成元ト 
38;692円 

当会の洋裁技術訓練修了者が､習得した技術を維持.向上させ､安定し 
た収入を得られる串う､洋服や小物の仕立七を注文し､完成品には適正 

対価を払い､彼女らの収入向上を図るこ 
8材料を準備.送付し､製作依頼する,o完成品に任立て代を払う. 

成果 �#��9D���#��YD�-ﾈ,Xｧi?ｩgｹ�Y�ｸﾝ�,ﾈ帽ｻ�,Xｹ�78,儖�Jﾘ+X,H*(+ﾙNﾘﾝ��"�

を対象とJLた洋裁ワ-ダシ白ツプを実施したが､その参加者で現在は東 

華地方に帰郷している方1名に任立てを依頼するフェアトレード形式の 

軍援活動を行っている0-2019年度に作成されたブラウス2着､ライトコ 
-ト2着は10月にフランス､パリた送付され現地で販売されているo 

10月に製作を依宿しためはラオスのブ串アトレードで発注する作品のサ 

ンプルであるショート千丁ト1息10日程度で製作され､評価に見合つ 

た仕立て金が支払われたo 

④　バザー事業

実施期間 �,ｩD��h岑ｴﾈ����

実施場所. ��h岑ｴﾈ����

対秦者 �9h檍辷��(*�.h-�自Lｨ��N�"�

従事者人数 俛�>�ﾞﾈｼh�馼�##ikﾂ�

助成金額 綿��ﾈﾋ86r�

収入額 ��ﾃ3澱ﾃ3S�冷�

事莞内容 丶8､�ｹ&�,ﾉvﾘﾝ佛��ｹ�h.(ﾅ��ｸ�9{��h*ｩ�ｸﾞﾈ+X+ﾙvﾙY�.(揵Z�9�/�6�8H4�6��

イ展示即売会､バザー出店､ネット販売などの形式で販売し､市場で技 

術習得の成果を問うo収益は執練生の奨励金など活動資金に充当するa 

購買層や売れ筋商串､お客様の声などを参考にした商品開発を心掛け､ 

体型をカバーしたり着心地が楽な緩やかなシルエットの商品を､洋裁責 

佳肴の中島茂代を中心に､ファッション雑誌や飽ブランドの商品を参考 
にしながら考案したo 
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今年度の販売事業は新型コ

たo政府の緊急事態宣言を受け3月から5月までの3カ月間､および8

月､ 1月､ 2月の合計6カ月間三田村店を休業せざるを得なかった｡ま

た開店していた6カ月間も来店するお客様の数が減少し売り上げを伸ば

すことができなかった｡■そのような中で祇園祭りセール､クリスマスセ
ールを実施したものの､共に前年度より売上が減少した｡

三田村店以外の販売の場も新型コロナウイルス感染拡大の影響で2件

くるてん商店街､ポルタ)しか出店することができなかった｡しかし､

京都駅前地下街ポルタのポップアップストアに出展した11月は新型コ
ロナウイルスの感染も落ち着いており､昨年度並みの売り上げを得るこ

とができたoまた車間を通して事務所やオンラインショップでマスクの

製作､販売を続けなんとか不足分を補填_Lた｡

新型コロナウイルス感染拡大の影響は来年度も続くと思われるので､引

き続き対策を検討していくことが必要である｡対面での販売が難しいた
め､今年度は閉鎖していたオンラインショップを再開し対処したが､今

後はマスクのみでなくリボーンウェアや小物も売れるように工夫してい

く必要がある｡

売上給額: i,396,350円(主な内訳は以下の通り)

ロナウイルス感染拡大の影響を大きく受け

<主な売上内訳>

日程 �6�888ｨ6X4(6�5X�ｹj���6�5X�ｸ決､��i i 事 

6月 �.�,H/�ⅹ5挨��喜3,000円. 倅�69�ｩ5ｉ,ｨｯ｢��374,000円 

11月 仍�78遥��&陋ｨ･��7ﾈ8ｸ5��妻339,300円 I ≡ 苓蕀69�ｩ5ｉY�ﾙ�ﾝX.�5｢ﾖ･j�#3Rﾃ�S�冷�

毒 剋O田村店(クリスマスセール) 都Rﾃ3��冷�

壬 儷ｨ��,ｨｯ｢��15,.300-円 
圭 ‡ 冰)�b�4ｸｯ｢辻�10,500円 

… I 童 �4X4ﾈ7YLﾉHB�4ｸｯ｢��61,200円 

i 凾ｻの他(適期) �#�"ﾃs��阯��
I ��1,396,350円 I 

壬 � 

( 3)啓発及び広報事業

①　人材育成事業

実施期間 �,ｩD��

実施場所 �8ｨ7ｸ�ｸ92雹�79?ｩgｸ駟k�ｼr�

対象者 ��kﾂ�

従事者人数 倬hｼh�馼�#9kﾂ異�>���

助成金額 宝���ﾈﾋ86r�

支出額 途ﾃcc�冷�

事業内容. �#�#�D���ﾈ�*�.s��ﾈ�,��h+X*ﾘｹ�78ﾇﾈ���XｧyY��Hﾇﾈ��ｧx怎9D��ﾉ%ｹ�r�

夏をインターンとして採用したo 

成果 ���ﾈ�,�,ﾘ-ﾈ+�8ｨ7ｸ�ｸ92雹�78,ﾉ�9�ﾉ�ﾈ/�F8簡+X,H.�.x*H+ﾘ-�,咤�8ｨ7ｲ�
-ン｡京都の運営体制と各事業について翠明した上で､主田村店､着物 

の保管場所､北区の縫製上房などを訪問して現場を体験してもらったo 
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②　広報支援事葉

実施期間 �#�#�D紿ﾈ���#�#�D�8ﾈ��

実施場所 �8ｨ7ｸ�ｸ92雹�79?ｩgｸ駟k�ｼy�ﾊB�

対象者 従事者人数 �9h檍辷��(*�.h-�自Lｨ�9j��

事業担当者2名 

助成金額 傚Y�ﾈﾋ8爾�
■支出額 事業内容 辻�

今年度は新型コ,ロナウイルス感染拡大の影響で人が集まるイベントなど 
の開催が困難だったため､これ草であまり使用していなかったホームペ 
-ジやFacebookを積極的嘩fl用して広報活動を行ったo例えばセール 

のお知らせだけでなくセールに出展する作品を紹介したり､フェアトレ 
JFの琴引先であるルワンダや製作者の紹介を行ったo当会Facebook 

の｢い,Pね!｣は'583名から611名とわずかながらの増加だが､今年度 

はⅠnstagramにも力をいれたため､ⅠnstagTamのフォロ_ワ-数も伸びて 

いるo(2021年3月4日現在)- 

今年度から活動を始めたボランティアでSNSに詳しい2名が､.sNSを使 
つた広報業務をし■たいと申し出てくれたol名は｢着物の生地｣につい 

て､もう1名は着物の寄附の受付など､事務所q)日々の活動をそれぞれ 

SNSで紹介したいと言ってくれているoボランティアなのであまり時間 

をかけることはできないが､継続してSNS上の情報を更新していきたい 

と考えているo 

③　啓発事莞

実施期間 �#�#�D紿ﾈ���#�#�D�8ﾈ��

実施場所 �8ｨ7ｸ�ｸ92雹�79?ｩgｸ駟k�ｼy&��

対秦者 �9h檍辷��(*�.h-�自Lｨ�9j��

従事者人数 倬hｼi%99h�#�kﾂ�

助成金額 防��ﾈﾋ86r�

支出額 辻�

事業内容 俑�D�7�,ﾙ�hﾅ�5(8ﾘ6�4X488ｸ5悪I�Xｦy�X,ﾈ帽ｻ�.)�ﾈ*ｨ�-ﾈ.�487�986x,ﾉ�ﾒ�

くが中止されたため､-例年のように絃啓発活動を行うことが困難だった 

が､ボランティアを対象にしたデザインコンテストやィ.ンタ-ネットを 

活用したクラウドフアンヂイングなど､コロナ禍でも亘能な活動を模秦 
して実施したo 

6月尋こ行った当会のボランティアを対象としたデザイン占ンテストで 

は､ラオスに発注する秋冬物のデザインを募集し､8名から20点の応 

寡があったo今後時､-般や学生など団体外を対象にしたコンテストの 

可能性も模索できるかもしれないo_- 
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また全国のフェアトレードショ ツプが集まって実施した
ド未来チケット｣というクラウドフアンディングでは､参加店がSNSを

使ったさまざまな広報活動を行い､ Instagramには三田村店を紹介する

記事もあがったoこれにより､これまでリボーン･京都がアクセスでき

なかった人々にもリボーン･京都の情報が届く機会となった｡

また12月6日(日)には｢市縁堂2020オンライン｣に参加し､市民活

動に興味を持つ参加者に当会の紹介を行ったo

｢フェアトレー

<主な活動一覧>

日程 �>�vR�主催 

6′24 �:�X������XｧxｧxﾇﾈｧyYB���D��b�,ﾈｧy�c9kﾈ*ｩdｹn"� 

6′16 ～ 7′21 �7H4�5�7H4h4�6x8ﾈ�ｸ6�#�#���7饂�6h5X48985(986X5�6r�認定特定非営利法人リボーン.京都 

6′29 ～ 8/16 �4�8�4X6�7H4�986h48984��7H4h4�6x8ﾈ�ｸ6泳)x�6�5�6(6r�フェアトレード未来チケット実行委員会 

10′17 �)9?ｨ8ｸ8�985�I��ﾙ��X諍Whﾜ��+)x嬰ｲ�有限会社タイムズクラブ率井優子氏 

12′6 倡8傚;�#�#�4�988�4892�京都市市民活動総合センター 

2･その他の事業に田村店での販売額を含む)

2018年度 �#��僖�7��2020年度 

仕入商品売上 �#�"ﾃc��冷�262,770円 姪ビﾃ���冷�ｦ���

お仕立て 鉄Rﾃ���冷�45,000円 

合計 �#Srﾃc��冷�307,770円 塔rﾃ���冷�

H.会務報告

1.会員状況(2021年3月31日現在)

2018年度 �#��僖�7��2020年度 

正会員 鼎洩ﾂ�47名 ��cCIkﾂ�

賛助会員 都)kﾂ�61名 鼎ikﾂ�

ボランティア会員 ���kﾂ�13名 ��Ikﾂ�

※44名の内10名は､ 2021年5月より正会員を退いてボランティア会員となる｡
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2･役員状況(2021年3月31日現在)

氏名 ��ﾘｼ糘�O��ﾘ��'現職.所属 僖8ｯ｢�

理事長 傅ﾈｼｨ蒴�2�常勤 忠<�ｨｘ8ｨ7ｸ�ｸ92雹�79yﾘ駟+r�逸��?ｩgｸﾙ�ﾝｹj�Hｺi|ﾘ檠yﾘ饕�2020年6月1日～2022年5月31日 

理事 �(i8yl��2�常勤 忠<�ｨr�8ｨ7ｸ�ｸ92雹�72�vﾘﾝ倡y;��9D8�"�2020年6月1日～2022年5月31日 

理事. 傅ﾉnﾉ{��2�非常鞄 宙���?ｩgｸﾙ�ﾝｹj�Hｺi|ﾘ檠yﾘ駟+r�2020年6月1日～2022年5月31日 

理事 僮(皐ﾔｹ�R�非常助 �4x�ｸ8ｸ5*(7ﾈ8ﾈ�ｸ5h8x98ｩH�檍����9Uﾈ靖/yo��2020年6月1日～2022年5月31日 

理事 �inﾈ-�,iOﾂ�非常鞄 ��2020年7月23日～2022年5月31日 

監事 伜(ﾋ9+ﾈｴﾒ�非常数 佰iDh檍ﾇh贅�2020年6月1日～2022年5月31日 

3.職員状況(2021年3月･31日現在)

理事長以外に以下の職員がおります○ 

有給専従職員 冲ﾈｸｹO��ｨ��X蹴��48985��ｸ98ｭﾈ-竰�無給専従職員 

国内 �)kﾂ�0名 ��kﾂ�

海外 �9kﾂ�0名 ��kﾂ�

海外有給専従職員3名のうち､ 1名はラオス現地職員
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4.　給会および理事会

<給会>

2020年度通常給会
･　日時:

･　場所:

･　出席者

巾　審議事項

2020年6月9日(火)

認定特定非営利活動猿人リボーン･京都　会議室

42名(内29名は委任状出席)

① 2019年度　事業報告･会務報告　承認の件

② 2019年度　決算書類承認の件

③今年度の活動予定

<理事会>

2020年度第1回理事会
可　日時:　2020年6月2日(火)

･　場所:　認定特定非営利活動法人リボーン･京都　日本事務局

･　出席者:理事5名

監事1名
･審議事項: ①2019年度　事業報告･会務報告　承認の件

② 2019年度　決算書類　承認の件

③ 2020年度　通常総会開催　承認の件
再　報告事項:今年度の活動予定

2020年度臨時理事会
･　日時:　202わ年9月28日(月)

･　場所:　認定特定非営利活動法人リボーン･京都　日本事務局

･　出席者:理事4名､監事1名

句　審議事項:団体の運営の継続について

･報告事項:現在の財政状況､運営状況について

2020年度第2回理事会
月　日時:　　2021年3月16日(火)

･　場所:　認定特定非営利活動法人リボーン･京都　日本事務局

･　出席者:理事5名

監事1名
委任状出席1名

･審議事項: ①2021年度　事業計画

② 2021年度　予算案
･　報告事項: 2020年度事業状況と決算見込み
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5.会誌発行
rNews!垂vol,35｣　発行:2020年7月7日

内容:　一　新型コロナウイルス感染症で感じたこと(小玉理事長)
･洋裁を続ける喜び(洋裁専門家中島茂代先生)
-　ラオス事業に向けての抱負(プロジェクトマネージャー伸亀奈保子)

･ラオスセボン分校での職業訓練(始まったばかりの洋裁指導) (洋裁専門家

川崎ティ先生)
-　東淀川高校で出前授業を行いました

リボーン･京都でのボランティア11年目をむかえる有本さんにインタビュー

しました
･　サマーチャリティーセールのご案内

-　チャリティバザーの売上ご報告(2019年12月～2020年5月)

一　第18期(2019年度)活動計算書

r鮎ws!廷vol.36｣　発行:2020年12月7日

内容 緊急支援のお願いです!! (小玉理事長)

フェアトレード事業で思うこと(洋裁専門家中島茂代先生)

ラオスプロジェクトの現状について(プロジェクトマネージャー伸亀奈保子)

ボストン便り(ブラウンケイコさん)

パリ便り(長坂美由紀さん)

チャリティバザーの売上ご報告(2020年6月～2020年11月)

三田村店クリスマスセールのお知らせ

着物のご寄贈を受付開始します!

以上
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活　動　計　算　蕃
29210年4月1日から2021年3月31日まで

認定特定非営利活動法人リボーン･京都

m科目特定非雪雲誓動に係そ-事業慧:円) Ⅰ経常収益 1.受取会費 正会員受取会費 �#Cbﾃ����0 0 0 0 �#Cc����

賛助会員受取会費 2.受取寄付金 ��#bﾃ������#bﾃ����

受取寄付金 澱ﾃ田"ﾃ塔2�澱ﾃ田"ﾃ塔2��S2ﾃ����

着物受付料 3.受取助成金等 ��S2ﾃ����

受取補助金 4事業収益 途ﾃ#Sづc�2�0 途ﾃ#Sづc�2�

バザー事業収益 ��ﾃ3澱ﾃ3S��0 0 ��3田3S��

その他の事業収益 5.その他収益 ���87,900 塔rﾃ����

受取利息 ��B緜湯�0 0 ��Cc湯�

雑収益 経常収益計 正餐常費用 1.事業費 (1)人件費 給料手当 �"ﾃCc2ﾃSc"��#Cc3Sc"�

18,621,207 塔rﾃ����ー8709107 

8,015,216 �����8015216 

法定福利費 人件費計■ (2)その他経費 ･期首棚卸高 都3�ﾃC�r�都3�C�r�

8,745,633 ���8745633 

1,185,031 津��∫ 1185031 

期末棚卸高 ��ﾃcs"ﾃ����0 ��爾�爾緜s#����

作品仕入原価 都�ﾃ�s��0 都��s��

商品仕入原価 �3bﾃS#r�0 �3cS#r�

資稔材購入費 �#c�ﾃ�#2�0 �#c�ﾃ�#2�

業務委託費 �3"ﾃ都b�0 �3#都b�

販売手数料. ��32ﾃCC"�6,513 ��3涛SR�

諸封金 �##rﾃSs��0 �##rﾃSs��

印刷製本費 �#��ﾃ�SB�0 �#��ﾃ�SB�

旅費交通費 �#cづ#�R�0 �#cづ#�R�

通信道政費 ��澱ﾃS#b�0 偵�澱ﾃS#b�

消耗品費 塔�ﾃc#b�0 塔�ﾃc#b�

水道光熱費 湯ﾃCsb�0 涛Csb�

地代家賃 ���bﾃS#2�0 ���bﾃS#2�

貸借料 都"ﾃ�sB�3,774 都Rﾃイ��

接待交際費 �3rﾃcィ�0 �3rﾃcィ�

保険料 湯ﾃSc��0 湯ﾃSc��

租税公課 ���ﾃ都b�0 ���ﾃ都b�

支払手数科 塔津涛r�396 涛�ﾃ3�2�

監査経費 �#��ﾃ����0 �#��ﾃ����

為替差損 田Bﾃ�S��0 田Bﾃ�S��

雑費 その他置費計 鼎"ﾃンB�0 鼎"ﾃンB�

1,755,576 ���c�2�1766259 

事業費計 ���ﾃS��ﾃ#���10,683 鋳���ﾃS��ﾃン"�



科目 �<�.碓��9y葵�:�,佛r�.倬hｼh�ﾂﾒ�その他の事業 俘xﾇb�

2.管理費 (1)人件鷺 給料手当 �"ﾃ�3づs3r�0 �"ﾃ�3づs3r�

通勤費. 鼎�ﾃ����0 鼎�ﾃ����

法定福利費 人件費計 (2)その他経費 印刷製本費 鼎3�ﾃC#b�0 鼎3�ﾃC#b�

2,511,063 ���2,511,063 

4,703 ���4,703 

会議費 ��bﾃC�"�0 ��ﾆ2ﾃC�"�

通信運搬費 �#湯ﾃcc��0 �#湯ﾃcc��

消耗品費 ��#づ#�"�0 ��#づ#�"�

水道光熱費 ��#Rﾃc���0 ��#Rﾃc���

地代家賃 ��ﾃ332ﾃ#���0 ��ﾃ332ﾃ#���

接待交際費 ��"ﾃs#��0 ��"ﾃs#��

諸会費 鼎津c���0 鼎津c���

支払手数料 澱ﾃ�S��0 澱ﾃ�S��

租税公課 唐ﾃ3C"�0 0 唐ﾃ3C"�

顧問料~ その他経費計 管理費計 経常費用計 当期経常増減額 Ⅲ経常外収益 経常外収益計 Ⅳ経常外費用 経常外費用計 税引前当期正味財産増減額 法人税､住民税及び事業税 経理区分振替額 当期正味財産増減額 前期繰越正味財産額 次期繰越正味財産額 鉄�rﾃ����鉄�rﾃ����
2,501,697 薄��2,501,697 

5,012,760 免��l5,012,760 

15,513,969 免ﾄ�c�2�15,524,652 

3,107,238 姪srﾃ#�r�3,184,455 

0 ���0 

0 ���0 

3,107,238 都rﾃ#�r�3,184,455 

70,000 ���70,000 

0 ���0 

3.037.238 都r�"s�r�3.114_455 

▲ ��lA1,032.330 ]2.082.125 



貸　借　対　照　表
2021年3月31日　現在

認定特定非営利活動法人リボーン･京都
I: 

親日 仞�ｧ｢�

王資産の部 1.流動資産 現金預金 途ﾃc�づSィ�9,408,431 264.000 湯緜s%�3��

棚卸資産 ��ﾃcs"ﾃ����

前払費用 ����ﾃ����

立替金 淀動資産合計 2.固定資産 (1)無形固定資産 電話加入権 無形固定資産計 (2)投資その他の資産 敦金 投資その他の資産計 幽定資産合計 資産の部合計 Ⅱ負債の部 1.流動負債 未払金 ��R繝#��

14.000 

14.000 

250.000 

250.000 

95,002 

7.590.306 

未払費用 鼎津3���

前受補助金 釘ﾃ��bﾃ�32�

短期借入金 都32ﾃ����

預り金 ��3Rﾃ塔2�

人払経人税等 流動負債計 2.固定負債 長期借入金 固定負債計 負債の部合計 Ⅲ正味財産の部 前期繰越正味財産額 都�ﾃ����

5.090.306 

2,500,000 ��

2.500.000 

△1,032,330 

当期正味財産増減額 正味財産の部合計 負債及び正味財産合計 �3.114.455 

2,082,125 

9.672_431 



財　産　目　録
2021年3月31日　現在

認定特定非営利活動猿人リボーン･京都
(単I:) 

封自 仞�ｧ｢�

Ⅰ資産の部 1.流動資産 現金 手許現金 普通預金 京都中央信用金庫 �#rﾃ#�"�2ﾃ�C津s�r�9,408,431 264.000 湯緜s"紊3��

京都中央信用金庫(N連) �"ﾃ#釘ﾃ�32�

ゆうちよ銀行 田#��

ラオス現地口座(USD) ��ﾃs�"ﾃ����

郵便振替 ��rﾃ����

シティバンクワシントンDC,アメリカ �3ィﾃc#��

PayPal 棚卸資産 作品､商品､倉直在庫 �#"ﾃSィ��ﾃcs"ﾃ����

前払費用 ����ﾃ����

立替金 流動資産合計 2.固定資産 (1)無形固定資産 電話加入権 無形固定資産計 (2)投資その他の資産 敷金 投資その他の資産計 固定資産合計 資産合計 Ⅱ負債の部 1.流動負債 未払金 令和3年3月分経費 未払費用 令和2年度労働保険事業主負担分 前受補助金 日本NGO連携無償資金協力 短期借入金 役員借入 預り金 蔽泉所得税 ��R繝#��

14.000 

14.000 

250.000 

250.000 

95,002 49,308 4,006,833 733,180 56,342 

5.090.306 

7.590.306 

社会保険 都Bﾃ�S"�

ボランティア保険 釘ﾃS���

その他 未払添人税等 点都府 ��ﾃ�ヲ�#�ﾃ����

京都市 流動負債計 2.国定負債 長期借入金 京都中央信用金庫御地支店 固定負債計 負債合計 正味財産 鉄������

0 

2.500.000 

2,500,000 

2_082_125 



認定特定非営利活動法人　リボーン･京都

令和2年度役員名静

令和2年4月1日～令和3年3月31日

貌任期開



前審嚢年度の社員のうちま0人以上の瀞の名帝

宅備考)

1前審業年度の末日現在における社員のうちまOA以上の者の氏名及び住所又は居所を記載す

る｡

2 1 0人以上であれば社員全員を記載する必要はない｡


